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大気環境研究を行っているため、屋上で
の実験が多くなります。たくさんの観測
機材を屋上に設置して常時稼働させてい
るほか、詳細なデータを得るために測定
機材を持ち込んで実験したりもします。
機材の運搬は力仕事で、天候にも左右さ
れますが、自分で設計・製作した装置を
使って実験を行い、興味深いデータが得
られた時の嬉しさは大きいものです。

屋上での実験

奥田知明の
ONとOFF

ON の時間も OFF の時間も、
大勢の人と一緒に過ごすのが

大好きです。

アメリカ留学中には、燃料に触媒を加える
ことでディーゼル排気ガスを浄化する実験
を行いました。人間の身体よりも大きい実
験装置を自分で車に乗せて運び、１人で組
み立ててサンプルを取りました。研究成果
は留学中に論文として投稿し、帰国後に受
理・出版されました。

排ガス浄化実験 in アメリカ

幸運なことに、ここ 3 年の間に 5 つの学術
賞をいただくことができました。研究は１
人の力でできるものではありません。学生
さんの普段の頑張りはもちろん、企業の方
の協力や、慶應義塾内外の研究者の方々と
の議論を経て、研究成果を公表することが
できるのです。周囲への感謝の気持ちを忘
れずに、日々の研究に励んでいきます。

学術賞の授賞式

大気環境問題は一般の人々の関心
も高いことから、講演や取材を依
頼されることもよくあります。自
分達の研究成果を少しでも社会に
還元し役立ててもらうため、可能
な限りお引き受けして、科学的知
見に基づいた環境問題の解説を行
います。

講演や取材

4 歳の頃からクラシックピアノを習って
いて、年 3 回は発表会に出ていました。
大人になってからはバンドも組み、“almi”
というバンドで CD を 2 枚リリースした
ほか、矢上祭（学園祭）のメインステー
ジでも演奏しました。“おこたむら” とい
うジャズフュージョンバンドでも活動し
ていましたが、仕事と育児が忙しくなり、
今は音楽活動をお休みしています。

音楽活動

留学のために渡米した直後は英語をうまく
話せなかったのですが、スポーツは万国共
通！ということで、サッカーのほか、バス
ケットボール、スノーボードなどを通じて
世界中から来ていた多くの人たちと友達に
なりました。

スポーツ in アメリカ

子供は毎日毎日を本当に全力で過
ごしていて、見習うべきことが多
いなあと感じています。あまりに
元気過ぎるので、学生さんを呼ん
でお相手してもらうこともありま
す。親である自分自身が毎日を一
所懸命に生きることを見せること
で、健康で誠実な人間に育って欲
しいと願っています。

育児

学生時代は体育会バスケットボール部に所
属していました。今でも週１回のバスケは
欠かせません。応用化学科の 3 年生の皆さ
んと一緒にバスケ塾長杯で優勝したことも
あります。社会人の仲間と行く年 1 回のバ
スケ合宿をとても楽しみにしています。

バスケットボール


